
２７年度地域座談会（地域福祉活動計画）要約

目標（６年後の姿） 取り組み 現在の課題 来年度（２８年度）取り組みたいこと
１ 支え合い・助け合い 相互理解・人材育成

・若い世代が地域活動に参加しない ・緊急医療情報キット活用の継続
・住民の高齢化 ⇒ 役員等担い手の高齢化 ・次世代掘り起し
・若い人の人材不足 ・見守り活動は自治町内会の班で取り組くむ
・集合住宅 ⇒ 近隣同士のつきあいが少ない ・ごみ出支援事業（ひとり暮らし）
・自治町内会長の短期交代 ・ミニ見守り隊
・日ごろの声掛けができていないケースが多い

２ 交流の場づくり 多世代交流
・地域の茶の間 ・地域の茶の間（公共施設、空き家の活用）
⇒ 場所、出てこない人の対処 ・地域の茶の間（直接声かける、興味のあるイベント）
・子ともが安全に遊べる場所が少ない ・自治・町内会活動の活性化（助成金の活用）
・参加者が同じ顔ぶれ ・交流できる場づくり
・男性ひとり暮らしの不参加 ・複数自治町内会連携によるイベント

・高齢者と幼児・児童との交流イベント

３　活動場所
居場所（ふれあいの
場）・情報提供

・場所の確保がむづかしい、場所がない ・空き家対策
・空き家が多い

４ 健康 健康維持・介護予防
・高齢化 ・元気クラブの継続
・少子化 ・体操教室の継続

５ 安心・安全 安心・安全
・高齢者が多く、災害時にどう動くか ・防犯・防災に関する行事
・災害時の避難場所の設営について ・災害時の避難ルートの周知

・災害要支援者
⇒ 自治・町内会長と民生委員との情報共有
・避難所の設営訓練

６ その他
・マンション自治会とコミ協のコミュニケーション不足 ・コミ協への加入促進
（コミ協未加入）


